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＜連絡事項＞

・上司評価・移動希望書

　　2/6（金）締切りとなっています。遅れずに提出して下さい。

・看護グループ研修アンケートについて

　　2/10（火）締切りとなっています。遅れずに提出して下さい。

・エクセル・パワーポイントのフォロー研修（電算化委員会）
日時：1/30（金）、2/4（水）、2/12（木）…いずれか１日の出席
時間：17：30～18：30
場所：メンタルケア３階会議室
・栄養より～患者様外出時間変更の際は栄養への連絡を行って下さい。最近、直前での変更が続いており、変更の連絡がないことでクレームを受けています。

＜患者様連絡事項＞

・松橋　清子様　～本日昼よりヤクルト止め、副食が普通量に食事変更しています。摂取状況の確認をお願いします。

・種市　久子様　～本日15：30よりはまなす学園に一時預りとなっている長女様の今後について児童相談所・もみの木学園スタッフ来院・面談予定となっています。

・中野渡　不二男様～左手手背の内出血あり、主治医より、ヒルドイド軟膏処方となっています。

・早川　忠様　～踵の変色あり、主治医診察で介入するも、不機嫌さ著明で、診察にならない。

　　　　　　　　主治医より、不穏の改善が優先と判断し、ツムラ抑肝散が6日分処方となっています。不穏状態の有無を観察してくだい。

　　　　　　　　明日、踵を再診察します。

＜皮膚科診察変更患者様＞

・佐々木　悦子様～左第１趾：爪周囲炎治癒・軟膏止め。

・川村　和則様　～右第５趾：深爪・アズクロ軟膏塗布。

・沼端　恵子様　～両上肢：急性湿疹・デルモゾール軟膏塗布。

・河原木　泰志様～臨時薬タベジール継続処方。

・高間木　八男様～湿疹改善傾向の為、ネオファーゲン止め。

＜新入院患者様ケース検討＞

・原山　浩樹様～昨日、作業療法見学され作品等をみて「すばらしい・・」と感想聞かれていましたが、本日の作業療法士説明には「いきません」と拒否。誘導時の拒否が考えられますが、絵が好きとの事で「絵を見に行きましょう」と工夫してOT誘導を行いましょう。身体の能力の低下防止に努めていきましょう。

　　　　　　　　環境の変化に伴う、不穏もみられず、日課も適応できています。

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

・畑山　広志様～2/2（月）19:10、蝦夷森重男様への暴力行為があり、本日主治医へ報告。2/3（火）9:30終日隔離開始となっています。

　　　　　　　　本日は臥床して過ごされており、喫煙時にも問題行動は見られていません。暴力はいけな事であると、振り返りを促して行きましょう。

・吉田　光良様～2/3夕食時、壁に食器を投げつける行為有り。「なんで薬を飲み続けなければならないのか？」と考え、イライラが原因での行動でした。また、隔離室入室時（夕方頃）より、窓の外の他患者の話し声が悪口を言っている様で気になるとの話しもあり、今後も続くようであれば、環境調整（部屋移動）も検討していきます。

・畑中　成夫様～水分摂取量多く、両眼瞼の浮腫見られています。担当スタッフ介入し、食事の摂取量（塩分量多い）について説明し、控えることを了解しています。また、退室時間（10時～14時）での、他患者様への挨拶行為多く見られており、他者とのトラブルあった場合は直ぐ入室して頂く事伝えています。「分かりました」と以降は挨拶行為無く、他患者様とトランプを行い交流を持つ事出来ています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・種市　久子様～昨日、夕食不食・食後・就床前薬の拒否あり。否毒妄想聞かれるも、本日は食事摂取出来ています。

　　　　　　　　本日15：30よりはまなす学園に一時預りとなっている長女様の今後について児童相談所・もみの木学園スタッフ来院・面談予定となっています。

　　　　　　　　精神症状・行動の変化が予想されます。自傷行為・他者とのトラブルに注意して観察を密に行って下さい。

　　　　　　　　本日、児童相談所スタッフと主治医、SW、看護スタッフで面談。主治医より、

　　　　　　　　現実検討能力が有してないことを説明し、治療期間が2～3ヶ月の見込みであることを説明。長女は親類が保護者とし（家庭裁判所手続）七戸の施設入所し、

　　　　　　　　七戸地域の中学へ通学の運びとなる。本人との面談は実施してません。

　　　　　　　　主治医より、セロクエル（25）２Tが就床前に処方となっています。（以後定期）

　　　　　　　　幻覚妄想状態に伴う日課、服薬の状況と睡眠状態の観察をして下さい。

・櫻田　早苗様～外泊後より、多弁・気分高揚・早朝覚醒が見られています。ご家族の支援も良好で次回の外出泊の予想も考えられます。生活レベル・精神状態等を把握し、主治医への情報提供を行って行きます。

